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新 しい注射 用 カルバペ ネム系 抗生 物質 で あ るbiapenem(BIPM)を9例 に使 用 し,臨 床 的

に検 討 した。 用 法 は1回150～300mgを1日2回 ず つ 点滴 静 注 し,期 間 は8～14日 で あ っ

た。 臨床 効 果 は著 効2例,有 効6例,や や 有効1例 で あっ た。 有意 菌 と思 われ る もの は

1株(Enterobacter aerogenes)分 離 され たが 除菌 され,細 菌 学 的 に も菌 消 失 で あ った 。

本剤 に よる と思 われ る随伴 症 状 は認 め られ な か った。 臨床 検 査値 異常 変 動 は1例 にみ

られ た。 内訳 はGPTの 軽度 上 昇(GPT:31→59)で あ ったが,臨 床 的 には 問題 な く治療 を

継続 で きた。
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Biapenem(BIPM)は 日本 レダ リー株 式会社 で開発 され

た注射 用 カルバペ ネム系抗 生物 質 で あ る。 カルバペ ネ

ム系抗生物質は,β-ラ クタム系抗生 物質 の 中で も特 に

強い抗菌力 と広 範 な抗 菌 スペ ク トラ ム を有 し,臨 床 的

にも有用性の 高い抗 生物 質 と認 め られ てい る。 本 剤の

in vitroの抗 菌活性 は,他 の カルバ ペ ネム剤 と同様,幅

広い抗菌 スペ ク トラム と強 い抗菌 作 用 を有す る。 更 に

本剤のin vivo治療効 果が他の カルバペ ネム剤 よ り優れ る

ことか ら,標 準的臨床用 量はIPM/CSの1回500mgよ り

少ない量で よい と考 え られ る。 本剤 は 腎デ ヒ ドロペ プ

チダーゼ(DHP-1)に 安 定で あ り,シ ラス タチ ンの様 な

酵素阻害剤 の併用 を必要 としな い。 本 剤の 血 中半減期

(T1/2β)は 約0.81～1.04時 間,尿 中回収率 は12時 間 ま

でに約60%で,大 部 分 が未 変化体 の ま ま回収 され た。

今 回,我 々 は平成3年8月 か ら平成4年4月 まで に水

原郷病 院に入院 した症例9例 に本剤 を使用 し,有 効性 と

安全 性の検討 を行 っ たの でその 成績 を報 告 す る。対 象

症例 は 男性5例,女 性4例 で,年 齢 は55歳 か ら87歳 で

あった。対象疾 患は肺炎5例,慢 性気 管支炎3例,急 性

胆 嚢 炎1例 であ った。 用法 は1回150mg～300mgを1日

2～3回 ずつ 点滴 静 注 と した。期 間 は8～14日 間 であ っ

た。

臨 床効果 の判 定 は臨床 症状,検 査 成 績,胸 部 レン ト

ゲ ン所見 の改善 度,起 炎菌 の消 長 な どか ら総 合 的に 判

Table 1-1 Clinical results of biapenem treatment

NF: normal flora ND: not detected

*
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Table 1-2 Clinical results of biapenem treatment

Table 2 Laboratory findings before and after biapenem treatment

B: before A: after
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断し,著 効(excellent),有 効(good),や や 有効(fair),無

効(poor)判 定不 能(undetermined)の5段 階 評価 とした。

副作用につい ては投 与 中の 自他覚 所 見 の観察 を行 うと

ともに,投 与 前後 の検 尿,検 血,生 化 学検 査 な どの 臨

床検査 を実施 した。

各症例 につ いて の概 要 はTable1に 示 した。

9例の臨床効果 は著効2例,有 効6例,や や 有効1例

であり有効率 は88.9%で あった。細菌性 疾患 と考 えられ

た症例の うち,有 意菌 と思 われ る ものが分 離 された の

は慢性気管支炎1例 だけであ った。分離菌 はEnterobacter

aerogenes1株 で あった が,除 菌 で きた。

本剤による と思 われ る随伴症状 は認 め られ なか った。

治療前後の臨床検査 成績 をTable2に 示 す。BIPMに よる

と思 われ る異常変動 は1例 に認め られ た。 内訳はGPT上

昇(症 例1)で あ るが,軽 度 であ り薬剤の 継続使用が 可能

で あった。そ の他,症 例5に も軽度 のGOT・GPT・ALP上

昇 が認 め られ たが,BIPM使 用前 よ りT-Bil・ γ-GTPが

上 昇 してお り本剤 に よる もの とは考 え なか っ た。

我 々は9例 の臨床症例 に本剤 を使 用 したが 、有効以上

が88.9%の 高 い有効率 であ った。BIPMは 他 の カルバペ

ネ ム系抗 生物 質 と同様 に 抗菌 力が優 れた薬 剤 で あ るの

で,呼 吸器 感染 症お よび一般 細菌 感染 症 に対 してか な

りの 臨床効 果 が期待 で き ると推 測 され だ。
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We evaluated the clinical effecacy and safety of biapenem(BIPM), a new injectable carbapenem

antibiotic. BIPM was used to 9 patients. Clinical response was excellent in 2 , good in 6, fair in 1

patients.
Adverse reactions were not observed. Abnormal laboratory values were noted in 1 patient(GPT)

but was not clinically significant.


